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ア
ル
ケ
イ
ア
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記
録
・
情
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史
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二
〇
一
二
年
三
月　

四
九
―
七
五
頁

南
山
大
学
史
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室

戦
時
下
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
に
み
ら
れ
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ア
ク
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戦
時
下
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
に
み
ら
れ
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
問
題

―
イ
ー
ル
ズ
文
書
「
ウ
ォ
ー
タ
イ
ム
・
レ
タ
ー
ズ
」
の
分
析
―

林　

雅
代　

は
じ
め
に

筆
者
は
、
先
の
論
考
に
お
い
て
、
占
領
期
の
一
九
四
七
年
四
月
か
ら
一
九
五
一
年
三
月
ま
で
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令

部
民
間
教
育
情
報
局
︵
以
下
Ｃ
Ｉ
Ｅ
︶
高
等
教
育
顧
問
を
務
め
た
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
イ
ー
ル
ズ
︵W

alter C
rosby Eells, 

一
八
八
六
―

一
九
六
三
︶
に
注
目
し
、
高
等
教
育
顧
問
就
任
前
の
経
歴
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
へ
の
認
識
を

高
め
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
た︶

1
︵

。

「
一
九
四
四
年
退
役
軍
人
援
助
法
」︵Servicem

an's R
eadjustm

ent A
ct of 1944

、
以
下
、
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
︶
の
制
定
や
施
行
が
、
ア
メ

リ
カ
高
等
教
育
に
お
け
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
進
展
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ

て
い
る
が︶

2
︵

、
そ
の
内
実
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
戦
後
高
等
教
育
改

革
に
お
け
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
団
体
︵
大
学
基
準
協
会
︶
の
設
立
を
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
側
の
事
情
と
い
う
観
点
か
ら
検
討

す
る
必
要
性
と
の
関
わ
り
で
も
重
要
で
あ
る
と
い
え
る︶

3
︵

。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
照
ら
し
て
、
筆
者
は
、
大
学
基
準
協
会
設
立
を
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推
進
し
た
人
物
の
一
人
で
あ
る
イ
ー
ル
ズ
が
、
高
等
教
育
顧
問
就
任
前
の
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
四
七
年
ま
で
務
め
て
い
た
退
役
軍

人
管
理
局
︵Veterans' A

dm
inistration

、
以
下
、
Ｖ
Ａ
︶
で
の
外
国
教
育
課
長
︵C

hief of the Foreign Education D
ivision, Veterans' 

A
dm

inistration

︶
と
し
て
、
活
動
す
る
中
で
の
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
連
す
る
経
験
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
の

施
行
は
、
ア
メ
リ
カ
人
学
生
に
よ
る
海
外
の
教
育
機
関
の
利
用
を
も
た
ら
し
、
海
外
の
教
育
機
関
に
つ
い
て
も
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ

ン
が
重
要
性
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
も
そ
も
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
の
施
行
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
高
等
教
育

機
関
に
よ
る
米
兵
に
対
す
る
教
育
の
実
施
が
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
進
展
の
背
景
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

こ
の
知
見
を
ふ
ま
え
、
本
稿
で
は
、
残
さ
れ
た
課
題
と
な
っ
て
い
た
、
Ｖ
Ａ
外
国
教
育
課
主
任
就
任
以
前
の
一
九
三
八
年
か
ら

一
九
四
五
年
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
・
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
協
会
事
務
局
長
︵Executive Secretary , A

m
erican A

ssociation of Junior 

C
olleges

、
以
下
Ａ
Ａ
Ｊ
Ｃ
︶
で
あ
っ
た
イ
ー
ル
ズ
の
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ
る
経
験
と
認
識
に
つ
い
て
検
討
し
、
こ
の

時
期
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
一
助
と
し
た
い
。

一
九
四
七
年
五
月
、
当
時
Ｃ
Ｉ
Ｅ
高
等
教
育
顧
問
で
あ
っ
た
イ
ー
ル
ズ
は
、
第
一
回
大
学
設
立
基
準
設
定
連
合
協
議
会
で
の
講
演
の

中
で
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ
る
自
身
の
経
験
に
つ
い
て
、「
私
は
ア
メ
リ
カ
に
お
き
ま
し
て
多
年
大
学
基
準
の
適
用
︵
ア

ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
︶
と
い
う
こ
と
に
興
味
を
も
ち
ま
し
て
、
中
等
学
校
、
単
科
大
学
、
大
学
に
対
す
る
基
準
の
適
用
と
い
う
こ
と

に
つ
き
ま
し
て
長
い
経
験
を
も
つ
て
お
り
ま
す︶

4
︵

」
と
述
べ
て
い
る
。
彼
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
を
専
門
と
す
る
高
等
教
育
研
究
者
で

あ
り
、
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
・
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
協
会
事
務
局
長
時
代
に
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
に
関
わ
る
行
政
的
な
実
務
を
担

っ
て
い
た
。
彼
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
長
い
経
験
」
の
あ
る
部
分
は
、
こ
う
し
た
立
場
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
本

稿
で
は
、
中
で
も
、
米
軍
と
高
等
教
育
機
関
の
連
携
が
深
ま
っ
た
戦
時
期
の
、
彼
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ
る
経
験
に
注
目

す
る
こ
と
と
す
る
。
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一　

イ
ー
ル
ズ
文
書
「
ウ
ォ
ー
タ
イ
ム
・
レ
タ
ー
ズ
」
の
概
要

イ
ー
ル
ズ
文
書
︵W

alter C
rosby Eells Papers, W

hitm
an C

ollege &
 N

orthw
est A

rchives

︶
は
、
ア
メ
リ
カ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
州
に
あ

る
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
大
学
附
属
ペ
ン
ロ
ー
ズ
図
書
館
内
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
所
蔵
の
、
全
十
二
ボ
ッ
ク
ス
、
三
六
巻
か
ら
な
る
文
書
で
あ

る
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
英
一
ら
に
よ
り
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で︶

5
︵

、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
そ
の
う
ち
、
イ
ー
ル
ズ

の
ア
メ
リ
カ
・
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
協
会
事
務
局
長
時
代
の
史
料
と
し
て
は
、
同
時
期
に
執
筆
し
た
論
文
や
雑
誌
記
事
等
を
収
め
た
第

六
巻
か
ら
第
九
巻
、お
よ
び
第
一
四
巻
に
収
め
ら
れ
た「
ウ
ォ
ー
タ
イ
ム
・
レ
タ
ー
ズ
」︵W

artim
e Letters

︶が
該
当
す
る
。
特
に
後
者
は
、

ア
メ
リ
カ
・
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
協
会
会
員
で
あ
る
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
学
長
ら
に
、
戦
時
体
制
下
の
政
府
や
米
軍
、
お
よ
び
ジ
ュ
ニ

ア
カ
レ
ッ
ジ
の
動
向
を
伝
え
た
通
信
で
あ
り
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ
る
イ
ー
ル
ズ
の
経
験
を
分
析
す
る
上
で
、
重
要
な
史

料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
を
分
析
対
象
と
し
た
い
。

表１ 　Wartime Letters　各号の発行年
　月日とページ数

号 刊行年月日 ページ数
1 March 30, 1942 2
2 April 30, 1942 3
3 May 9, 1942 2
4 May 28, 1942 5
5 June 20, 1942 6
6 August 6, 1942 5
7 September 12, 1942 7
8 October 3, 1942 9
9 October 19, 1942 8

10 October 31, 1942 12
11 November 17, 1942 6
12 December 1, 1942 10
13 December 23, 1942 5
14 January 9, 1943 4
15 February 10, 1943 20
16 March 4, 1943 5
17 March 19, 1943 7
18 April 7, 1943 10
19 April 24, 1943 7
20 May 8, 1943 5
21 June 19, 1943 9
22 July 10, 1943 5
23 July 28, 1943 6
24 August 20, 1943 5
25 September 25, 1943 8
26 October 9, 1943 6
27 November 12, 1943 7
28 December 9, 1943 13
29 December 22, 1943 7
30 January 18, 1944 10
31 Februay, 9, 1944 9
32 February, 21, 1944 6
33 March 9, 1944 12
34 March 18, 1944 7
35 April 21, 1944 8
36 May 13, 1944 14
37 June 7, 1944 13
38 June 17, 1944 8
39 July 1, 1944 6
40 July 27, 1944 11
41 August 16, 1944 9
42 September 15, 1944 8
43 September 20, 1944 2
44 October 20, 1944 14
45 November 8, 1944 3
46 December 7, 1944 8
47 Janurary 1, 1945 12
48 January 30, 1945 18
49 February 2, 1945 16
50 February 26, 1945 5
51 March 9, 1945 5
52 March 30, 1945 12
53 May 8, 1945 4

出所：Eells, W.C. Wartime Letters, 1942-
1945. American Association of Junior 
Colleges., Walter Crosby Eells Papers, 
Box6, Volume 14. Whitman College and 
Northwest Archives. より作成。



54

表
１
は
、「
ウ
ォ
ー
タ
イ
ム
・
レ
タ
ー
ズ
」
の
各
号
の
発
行
年
月
日
と
ペ
ー
ジ
数
の
一
覧
で
あ
る
。
そ
の
第
一
号
は
、
一
九
四
二
年

三
月
三
〇
日
に
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
後
述
す
る
海
軍
の
戦
時
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
情
報
に
つ
い
て
、
会
員
に
伝
え
る
通
信
で
あ

り
、
ペ
ー
ジ
数
も
二
ペ
ー
ジ
と
少
な
く
、「
ウ
ォ
ー
タ
イ
ム
・
レ
タ
ー
ズ
」
の
タ
イ
ト
ル
も
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
こ

の
時
点
で
は
、
イ
ー
ル
ズ
は
こ
の
通
信
が
五
三
号
ま
で
続
く
シ
リ
ー
ズ
と
な
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
彼
の
通
信
は
、
個
人
的
な
書
簡
と
い
っ
た
体
裁
か
ら
脱
し
て
、
Ａ
Ａ
Ｊ
Ｃ
の
会
報
ら
し
い
体
裁
を
整
え
て
い
く
よ
う
に
な

る
。
第
四
号
か
ら
は
内
容
に
項
目
番
号
が
、
ま
た
第
八
号
か
ら
は
号
数
が
振
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
イ
ー
ル
ズ

は
、
フ
ァ
イ
ル
す
る
上
の
便
宜
を
図
り
、
会
員
校
か
ら
の
反
応
を
促
進
す
る
た
め
と
説
明
し
て
い
る︶

6
︵

。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
ペ
ー
ジ
数
も

増
え
、
第
八
号
で
は
初
め
て
「
ウ
ォ
ー
タ
イ
ム
・
レ
タ
ー
ズ
」
の
タ
イ
ト
ル
が
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
特
に
ペ
ー
ジ
数
の
多
い
号
は
、

イ
ー
ル
ズ
に
よ
る
記
事
だ
け
で
な
く
、
関
連
資
料
が
添
付
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

「
ウ
ォ
ー
タ
イ
ム
・
レ
タ
ー
ズ
」
の
こ
の
よ
う
な
変
化
に
つ
い
て
、
イ
ー
ル
ズ
は
の
ち
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

元
旦
は
、
過
去
の
蓄
積
を
振
り
返
る
べ
き
時
で
あ
る
と
と
も
に
、﹃
ウ
ォ
ー
タ
イ
ム
・
レ
タ
ー
ズ
﹄
の
将
来
に
つ
い
て
伝
え
る
時
で
も

あ
る
。
ご
存
知
か
も
知
れ
な
い
が
、﹃
ウ
ォ
ー
タ
イ
ム
・
レ
タ
ー
ズ
﹄
は
、
戦
時
の
状
況
に
必
要
か
つ
望
ま
し
い
適
応
を
な
す
上
で
、

ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
関
係
者
に
と
っ
て
特
に
関
心
が
高
く
有
益
な
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
の
最
新
の
情
報
を
求
め
る
、
会
員
校
の
要
望
を
受

け
て
、
一
九
四
二
年
三
月
に
非
常
に
非
公
式
に
始
ま
っ
た
。
こ
れ
は
や
が
て
、
Ａ
Ａ
Ｊ
Ｃ
の
公
認
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て
い
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
私
は
、
そ
れ
を
公
式
的
な
も
の
に
す
る
こ
と
は
控
え
て
き
た
。
な
ぜ
な
ら
、
定
期
的
に
発
行
し
た
わ
け
で
も
な
く
、
ま

た
ペ
ー
ジ
数
も
制
限
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
印
刷
物
で
あ
る
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
必
要
と
さ
れ
る
よ

う
な
制
限
は
し
な
か
っ
た
。
私
は
、
そ
れ
を
、
全
て
と
は
い
わ
な
い
ま
で
も
、
多
く
の
方
の
関
心
を
引
き
、
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
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情
報
を
、
可
能
な
限
り
迅
速
に
届
け
る
た
め
、
で
き
る
限
り
各
カ
レ
ッ
ジ
へ
の
個
人
的
な
書
簡
の
よ
う
に
、
柔
軟
で
非
公
式
の
も
の
に

し
続
け
よ
う
と
努
め
て
き
た
。
我
々
の
会
員
機
関
に
は
、
広
範
な
タ
イ
プ
の
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
が
あ
る
た
め
、
す
べ
て
の
情
報
が
す

べ
て
の
会
員
に
と
っ
て
等
し
く
関
心
の
高
い
も
の
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
戦
時
の
連
邦
首
都
に
あ

る
と
い
う
私
の
立
場
に
よ
っ
て
、
各
自
の
特
定
の
好
み
と
能
力
に
見
合
う
項
目
を
自
分
で
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
核
心
的
な
情
報

を
種
類
豊
富
に
提
供
す
る
の
が
、
自
分
の
任
務
で
あ
り
そ
の
好
機
で
あ
る
と
感
じ
て
い
た︶

7
︵

。

こ
の
記
述
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
戦
時
下
の
連
邦
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
に
あ
る
Ａ
Ａ
Ｊ
Ｃ
事
務
局
に
駐
在
し
て
い
た
イ
ー
ル
ズ
が
、
会

員
校
の
求
め
に
応
じ
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
に
関
連
す
る
情
報
を
逐
次
伝
え
た
通
信
が
「
ウ
ォ
ー
タ
イ
ム
・
レ
タ
ー
ズ
」
で
あ
っ
た
。

　

表
１
が
示
す
よ
う
に
、「
ウ
ォ
ー
タ
イ
ム
・
レ
タ
ー
ズ
」
の
発
行
は
、
確
か
に
定
期
的
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
一
九
四
二

年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
、
発
行
は
時
期
的
に
大
き
な
偏
り
な
く
、
比
較
的
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
会
員
校
に

伝
え
る
べ
き
動
向
が
こ
の
時
期
全
体
を
通
じ
て
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
ウ
ォ
ー
タ
イ
ム
・
レ
タ
ー
ズ
」

が
始
ま
っ
た
一
九
四
二
年
に
は
米
軍
に
よ
る
高
等
教
育
機
関
を
活
用
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
、
一
九
四
三
年
に
は
戦
後
の
復
員

計
画
策
定
の
本
格
化
、
一
九
四
四
年
に
は
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
の
制
定
や
「
一
九
四
六
年
職
業
教
育
法
」︵Vocational Education A

ct of 1946

︶

の
立
法
化
の
動
き
、
一
九
四
四
年
か
ら
一
九
四
五
年
に
か
け
て
は
、
連
邦
政
府
に
よ
る
高
等
教
育
機
関
の
救
済
措
置
な
ど
、
ジ
ュ
ニ
ア

カ
レ
ッ
ジ
に
関
わ
る
連
邦
の
重
要
政
策
が
次
々
と
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

次
節
以
降
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
が
、「
ウ
ォ
ー
タ
イ
ム
・
レ
タ
ー
ズ
」
で
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
か
を
、
時
期
と
ト
ピ
ッ

ク
ご
と
に
、
三
つ
に
分
け
て
検
討
す
る
。
第
一
は
、
一
九
四
二
年
を
中
心
に
し
た
時
期
の
、
主
と
し
て
米
軍
に
よ
る
戦
時
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
展
開
と
高
等
教
育
機
関
の
活
用
問
題
で
あ
る
。
第
二
は
、
一
九
四
三
年
か
ら
一
九
四
四
年
に
か
け
て
の
、
戦
後
の
復
員
問
題
と
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高
等
教
育
と
の
関
係
で
あ
る
。
第
三
は
、
一
九
四
四
年
か
ら
一
九
四
五
年
に
か
け
て
の
、
戦
争
に
よ
る
影
響
と
高
等
教
育
機
関
の
支
援

問
題
で
あ
る
。二　

米
軍
に
よ
る
戦
時
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
と
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ

「
ウ
ォ
ー
タ
イ
ム
・
レ
タ
ー
ズ
」
の
第
一
号
と
な
っ
た
、
一
九
四
二
年
三
月
三
〇
日
付
け
の
Ａ
Ａ
Ｊ
Ｃ
会
員
機
関
に
対
す
る
イ
ー
ル

ズ
の
書
簡
は
、
海
軍
省
よ
り
発
表
さ
れ
た
Ｖ
―
１
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
伝
え
て
い
る
。
海
軍
Ｖ
―
１
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
志
願
兵
を

高
等
教
育
機
関
の
第
一
学
年
・
第
二
学
年
で
教
育
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
の
ち
の
海
軍
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
陸
軍
に
よ
る
同
様
の
志
願

兵
予
備
役
部
隊
︵Enlisted R

eserve C
orps

、
以
下
Ｅ
Ｒ
Ｃ
︶
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た︶

8
︵

。
イ
ー
ル
ズ
は
、
こ
れ
を
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
レ
ベ

ル
の
「
完
成
教
育
」︵term

inal education
︶
に
対
応
す
る
も
の
と
と
ら
え
、
他
の
戦
時
プ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
に
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
に
適

す
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
海
軍
省
航
海
局
︵B

ureau of N
avigation, D

epartm
ent of N

avy

︶
の
関
係
者
と
の
個
人
的
な
や

り
と
り
を
通
じ
て
感
じ
た
問
題
点
を
紹
介
し
て
い
る︶

9
︵

。

そ
の
う
ち
の
一
つ
は
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
対
象
機
関
に
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
も
含
ま
れ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
志
願
兵
は
、「
学
士
号
取
得
に
つ
な
が
る
コ
ー
ス
に
在
籍
し
て
い
る
︵pursuing a course leading to a baccalaureate 

degree

︶」
必
要
が
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
確
認
す
る
と
、
こ
の
規
定
に
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
学
生
は
該
当
し
な
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
解
釈
は
妥
当
で
は
な
い
、
と
い
う
の
が
、
イ
ー
ル
ズ
の
見
解
で
あ
る
。

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
対
象
と
な
る
べ
き
「﹃
ア
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
さ
れ
た
﹄
教
育
機
関
︵＂accredited

＂ institutions

︶」
と
い
う

言
葉
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
何
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
は
、
州
に
よ
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
︵state 
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accreditation

︶
を
基
準
に
、
あ
る
い
は
地
区
団
体
に
よ
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
︵regional accreditation

︶
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ

る
の
か
。
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ッ
ト
さ
れ
た
教
育
機
関
に
つ
い
て
の
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ト
が
用
い
ら
れ
る
の
か
。
三
月
二
四
日
付
け
で
、
イ

ー
ル
ズ
が
航
海
局
の
レ
イ
ク
大
佐
︵C

aptain F.U
. Lake

︶
か
ら
受
け
取
っ
た
書
簡
で
は
、「
ア
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
さ
れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
カ

レ
ッ
ジ
は
、
Ｖ
―
１
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
与
え
る
の
に
適
し
た
教
育
機
関
の
リ
ス
ト
の
作
成
に
際
し
て
、
他
の
高
等
教
育
機
関
と
同
様
の

基
準
で
扱
わ
れ
る
。
リ
ス
ト
作
成
に
は
、
連
邦
教
育
局
︵U
.S. O

ffice of Education

︶
に
よ
る
一
九
四
一
年
の
刊
行
物'Institutions of 

H
igher Education Accredited by the State D

epartm
ents and Education and State U

niversities '

が
用
い
ら
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

た
た
め
、
イ
ー
ル
ズ
は
そ
れ
以
降
ア
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
さ
れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
に
つ
い
て
は
、＂1942 Junior C

ollege D
irectory

＂か
、

Ａ
Ａ
Ｊ
Ｃ
事
務
所
に
あ
る
フ
ァ
イ
ル
の
情
報
を
参
照
さ
せ
る
こ
と
を
約
束
し
た
。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
海
軍
の
戦
時
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
対
象
と
な
る
教
育
機
関
に
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
が

含
ま
れ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
対
象
機
関
の
選
定
に
用
い
ら
れ
る
リ
ス
ト
の
い
う
「
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
意
味
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
と
い
う
疑
問
を
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
関
係
者
に
引
き
起
こ
し
た
。

海
軍
Ｖ
―
１
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
連
す
る
情
報
の
提
供
は
、「
ウ
ォ
ー
タ
イ
ム
・
レ
タ
ー
ズ
」
第
二
号
以
降
も
続
い
て
い
る
。
第
二
号

で
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
同
様
の
、
海
兵
隊
︵M

arine C
orps

︶
に
よ
る
、
カ
レ
ッ
ジ
第
一
学
年
お
よ
び
第
二
学
年
対
象
の
士
官
候

補
訓
練
ク
ラ
ス
︵C

andidate Training C
lasses

︶
の
入
学
募
集
が
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
を
含
む
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
関
係
者
か
ら
批
判
の
声
が
上
が
っ
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
イ
ー
ル
ズ
は
、
海
兵
隊
関
係
者

と
協
議
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
に
つ
い
て
の
彼
ら
の
理
解
が
十
分
で
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
こ
と
、
今
後
は
改
善
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

と
述
べ
て
い
る︶

10
︵

。

ま
た
、
第
二
号
で
は
、
戦
時
の
教
育
団
体
と
連
邦
政
府
機
関
の
相
互
の
複
雑
な
関
係
が
、
読
み
手
に
も
理
解
で
き
る
よ
う
、
関
係
を
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表
し
た
図
を
示
し
て
い
る
︵
図
１
︶。
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イ
ー
ル
ズ
の
協
議
は
功
を
奏
し
、
海
兵
隊
は
、
ア
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
さ
れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
学
生
で
、
卒
業
後
ア
ク
レ
デ
ィ
ッ

ト
さ
れ
た
カ
レ
ッ
ジ
ま
た
は
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
転
学
し
、
学
士
号
を
取
得
す
る
意
志
が
確
認
で
き
る
こ
と
を
条
件
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ

レ
ッ
ジ
の
学
生
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
受
け
入
れ
る
こ
と
を
決
定
し
た︶

11
︵

。
ま
た
、
こ
う
し
た
や
り
と
り
を
通
じ
て
、
海
軍
関
係
者
と
接
触
し

た
結
果
で
あ
ろ
う
、
イ
ー
ル
ズ
は
、
海
軍
省
の
教
育
諮
問
委
員
会
︵A

dvisory C
om

m
ittee on Education

︶
の
メ
ン
バ
ー
に
な
る
よ
う

要
請
さ
れ
た
こ
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る︶

12
︵

。
だ
が
、
実
際
に
は
、
同
様
の
ト
ラ
ブ
ル
は
翌
一
九
四
三
年
に
至
っ
て
も
起
こ
っ
て
お
り︶

13
︵

、
米

軍
関
係
者
に
と
っ
て
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
位
置
づ
け
の
理
解
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
米
軍
に
よ
る
高
等
教
育
機
関
を
利
用
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
だ
け
で
な
く
、
戦
時
下
に
不
足
す
る
民
間
技
術
者

要
請
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
︵Engineering, Science, and M

anagem
ent D

efense Training Program

、
以
下ESM

D
T

︶
に
お
い
て
も
、

ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
卒
業
生
の
取
り
扱
い
に
問
題
が
生
じ
て
い
た︶

14
︵

。

こ
う
し
た
事
態
は
、
そ
も
そ
も
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
と
い
う
存
在
の
あ
い
ま
い
さ
に
起
因
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ジ
ュ
ニ
ア
カ

レ
ッ
ジ
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
研
究
中
心
の
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
が
興
隆
す
る
中
で
、
カ
レ
ッ
ジ
の
第
一
・

二
学
年
の
教
育
課
程
が
切
り
離
さ
れ
た
結
果
生
ま
れ
た
、第
３
年
学
年
へ
の
転
学︵transfer

︶の
た
め
の
準
備
機
関
と
し
て
発
達
し
た
が
、

そ
の
後
次
第
に
成
人
教
育
や
職
業
教
育
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
行
う
総
合
的
な
教
育
機
関
と
な
っ
て
い
た︶

15
︵

。
し
か
も
、
徴

兵
制
と
の
関
係
で
カ
レ
ッ
ジ
が
第
二
学
年
終
了
後
に
学
士
号
を
出
す
こ
と
を
検
討
す
る
よ
う
に
な
る
中
で
は︶

16
︵

、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の

存
在
意
義
は
ま
す
ま
す
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。こ
れ
に
対
し
て
、イ
ー
ル
ズ
は
、多
く
の
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
が
、准
学
士
号︵associate 

degree

︶
を
出
し
て
い
る
実
態
に
鑑
み
、
こ
れ
を
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
完
成
教
育
の
指
標
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る︶

17
︵

。

だ
が
同
時
に
、
完
成
教
育
と
し
て
の
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
ア
ピ
ー
ル
は
、
そ
の
「
カ
レ
ッ
ジ
」
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
あ
い
ま
い

に
す
る
諸
刃
の
剣
と
な
る
。
現
に
、
陸
軍
・
海
軍
・
海
兵
隊
合
同
に
よ
る
志
願
兵
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
対
象
機
関
の
選
定
に
際
し
て
、
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ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
は
、
完
成
教
育
の
コ
ー
ス
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
四
年
間
で
卒
業
生
を
輩
出
す
る
機
関
で
は
な
い
と
し
て
、

い
っ
た
ん
対
象
外
と
さ
れ
た
の
で
あ
る︶

18
︵

。
こ
れ
に
対
し
て
イ
ー
ル
ズ
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
完
成
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
︵term

inal 

curricular
︶
に
つ
い
て
の
誤
解
に
基
づ
く
決
定
で
あ
る
と
批
判
し
、
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
、
他
の
カ
レ
ッ
ジ
や
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
に

転
学
で
き
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
ま
さ
に
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
と
主
張
し
て
い
る︶

19
︵

。
結
局
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
ア
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
さ
れ
た
高
等
教
育
機
関
と
し
て
連
邦
教
育
局
作
成
の
リ
ス

ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
教
育
機
関
か
ら
、
選
定
対
象
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ

も
そ
の
対
象
と
な
っ
た︶

20
︵

。
と
は
い
え
、
最
終
的
に
選
定
さ
れ
た
四
八
八
機
関
、
一
四
五
七
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ

は
二
一
校
に
と
ど
ま
り︶

21
︵

、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
が
こ
う
し
た
戦
時
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
存
在
感
を
放
つ
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

戦
時
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
対
象
機
関
選
定
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、
一
九
四
一
年
刊
行
の
連
邦
教
育
局
の
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ

は
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
一
二
〇
校
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
に
と
っ
て
は
不
備
の
多
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
、
イ
ー
ル
ズ
は
、「
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
解
釈
が
当
時
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
、
こ
う
し
た
不
備
が
新

し
い
リ
ス
ト
で
は
修
正
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る︶

22
︵

。

戦
時
下
、
米
軍
の
行
う
高
等
教
育
機
関
を
用
い
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
は
活
路
を
見
い

だ
し
た
。
し
か
し
、
対
象
機
関
の
選
定
の
際
に
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
基
準
と
さ
れ
た
こ
と
で
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
が
不
利
益

を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
改
善
に
奔
走
す
る
イ
ー
ル
ズ
に
と
っ
て
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
経
験
と
は
、
ジ

ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
独
自
性
と
存
在
意
義
に
つ
い
て
の
主
張
を
通
じ
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
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三　

戦
後
の
復
員
問
題
と
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ

戦
後
の
復
員
問
題
は
、一
九
四
二
年
、ア
メ
リ
カ
教
育
協
議
会
︵A

m
erican C

ouncil on Education

、以
下
Ａ
Ｃ
Ｅ
︶
に
設
置
さ
れ
た
「
戦

後
マ
ン
パ
ワ
ー
会
議
︵Post-W

ar M
anpow

er C
onference

︶
や
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
の
主
導
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
「
戦
後
の
軍

人
の
教
育
機
会
に
つ
い
て
の
委
員
会
︵A

rm
ed Forces C

om
m

ittee on Post-W
ar Educational O

pportunity for Service Personnel

、
以

下
オ
ズ
ボ
ー
ン
委
員
会
︶」
に
お
い
て
検
討
さ
れ
始
め
た︶

23
︵

。「
ウ
ォ
ー
タ
イ
ム
・
レ
タ
ー
ズ
」
で
、
最
初
に
言
及
が
見
ら
れ
る
の
は
、

一
九
四
二
年
一
〇
月
三
一
日
の
第
一
〇
号
で
あ
っ
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
米
軍
に
よ
る
戦
時
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
対
象
機
関
の
選
定

に
当
た
っ
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
が
浮
上
し
て
お
り
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー

シ
ョ
ン
は
兵
隊
の
復
員
後
の
再
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
も
重
要
な
も
の
と
み
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
る︶

24
︵

。

高
等
教
育
に
関
わ
る
復
員
問
題
に
は
、
四
種
類
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
従
軍
中
の
教
育
経
験
を
、
復
員
後
に
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る

か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
米
軍
は
、
一
九
四
一
年
、
高
等
教
育
機
関
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
、
通
信
教
育
︵correspondence course

︶

や
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
コ
ー
ス
を
、
陸
軍
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
︵U

nited Stated A
rm

y Institute

、
以
下
、
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
︶
と
し
て

成
立
さ
せ
て
い
た︶

25
︵

。
こ
の
よ
う
な
コ
ー
ス
に
お
い
て
取
得
さ
れ
る
単
位
を
ど
の
よ
う
に
認
定
す
る
か
が
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
の
中
の
「
ア
ク
レ
デ

ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
手
続
き
に
関
す
る
委
員
会
︵C

om
m

ittee on A
ccreditation Procedures

︶」
で
検
討
さ
れ
始
め
た
の
で
あ
る︶

26
︵

。

復
員
に
関
わ
る
問
題
の
二
つ
め
は
、
学
期
の
途
中
で
徴
兵
さ
れ
て
学
業
を
離
れ
た
ケ
ー
ス
︵incom

plete w
ork

︶
を
ど
う
す
る
か
、

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
関
す
る
高
等
教
育
諸
団
体
や
中
等
教
育
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
団
体
の
意
見
は
ま
と
ま

ら
ず
、
教
育
機
関
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
な
対
応
と
な
る
様
子
が
伝
え
ら
れ
た
の
み
で
あ
っ
た︶

27
︵

。

復
員
問
題
の
三
つ
め
は
、
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
な
ど
、
復
員
兵
の
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
に
関
わ
る
動
き
で
あ
り
、「
ウ
ォ
ー
タ
イ
ム
・
レ
タ
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ー
ズ
」
に
お
い
て
、
三
つ
の
う
ち
で
は
も
っ
と
も
紙
幅
が
割
か
れ
た
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
最
初
の
言
及
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
戦

時
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
機
関
選
定
問
題
に
関
わ
っ
て
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
問
題
に
つ
い
て
論
じ
る
中
で
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
自
体
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
四
三
年
三
月
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
期
、
連
邦
議

会
で
、
復
員
兵
の
再
訓
練
に
関
す
る
法
案
が
複
数
提
出
さ
れ
、
事
態
が
め
ま
ぐ
る
し
く
展
開
し
始
め
て
い
た
。
イ
ー
ル
ズ
は
、
こ
う
し

た
連
邦
議
会
の
動
き
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
私
立
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
関
係
者
か
ら
、
こ
の
立
法
に
よ
っ
て
、
私
立
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ

ジ
が
不
利
に
な
る
の
で
は
と
い
う
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
つ
つ
、
そ
れ
を
否
定
す
る
見
解
を
展
開
し
て
い
る
︶
28
︵

。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、「
一
九
四
三
年
傷
痍
軍
人
職
業
訓
練
法
︵A

ct Providing for Vocational R
ehabilitation of D

isabled Veterans

、

以
下
、
傷
痍
軍
人
職
業
訓
練
法
︶」
が
い
ち
早
く
成
立
し
、
そ
の
管
轄
が
Ｖ
Ａ
と
な
る
と
、
再
訓
練
の
機
関
と
し
て
の
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ

ッ
ジ
の
活
用
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
っ
た︶

29
︵

。
イ
ー
ル
ズ
は
、
一
九
四
三
年
四
月
よ
り
、
Ｖ
Ａ
の
職
業
再
訓
練
サ
ー
ビ
ス
局
︵Vocational 

R
ehabilitation Service

︶
の
局
長
と
な
っ
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
︵H

.V. Stirling

︶
と
会
合
を
持
ち
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
へ
の
関
心
を
引

く
こ
と
が
で
き
た
。
職
業
再
訓
練
サ
ー
ビ
ス
局
が
対
象
と
な
る
職
業
訓
練
を
、
専
門
性
の
高
さ
に
従
っ
て
５
つ
の
レ
ベ
ル
に
分
け
た
う

ち
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
教
育
は
４
段
階
の
半
専
門
職
︵sem

i-professional

︶
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
従
来
か
ら
ジ
ュ

ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
が
主
張
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
、
と
論
じ
て
い
る︶

30
︵

。

ま
た
、
一
九
四
三
年
一
〇
月
以
降
は
、
復
員
兵
再
適
応
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
制
定
に
関
わ
り
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
が
諸
機
関
に
意
見
聴
取
を
行
っ
た

結
果
、
連
邦
政
府
が
教
育
機
関
に
学
費
を
支
払
う
と
い
う
案
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る︶

31
︵

。
Ａ
Ａ
Ｊ
Ｃ
は
、
退
役
軍
人
に

直
接
学
費
が
支
払
わ
れ
る
と
い
う
案
を
支
持
し
て
お
り︶

32
︵

、
連
邦
政
府
の
統
制
が
教
育
機
関
に
及
ば
な
い
と
し
て
、
こ
の
案
へ
の
賛
成
意

見
の
方
が
多
か
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
教
育
機
関
へ
の
支
払
い
と
い
う
案
で
合
意
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ

ジ
に
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
財
政
な
ど
の
課
題
が
生
じ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る︶

33
︵

。
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一
九
四
三
年
一
二
月
に
は
、復
員
兵
再
適
応
プ
ロ
グ
ラ
ム
立
法
化
の
動
き
が
連
邦
議
会
で
起
こ
っ
た
。
上
院
に
提
出
さ
れ
た
法
案
は
、

オ
ズ
ボ
ー
ン
委
員
会
の
勧
告
を
受
け
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
教
育
諸
団
体
は
法
案
の
検
討
に
入
っ
た
が
、
こ
の
法
案
に
は
、
ジ

ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
が
言
及
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
問
題
点
が
あ
る
こ
と
を
、
イ
ー
ル
ズ
は
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
時
期
に
下
院
に

提
出
さ
れ
た
法
案
は
、
上
院
の
法
案
と
は
異
な
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
管
轄
を
Ｖ
Ａ
と
し
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
、
ジ
ュ

ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
一
部
か
ら
、
上
院
の
法
案
へ
の
反
対
意
見
と
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
文
言
を
挿
入
す
る
要
望
が
表
明
さ
れ
た
こ
と
が

伝
え
ら
れ
て
い
る
︶
34
︵

。

し
か
し
、
米
軍
に
よ
る
戦
時
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
と
き
と
同
様
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
が
対
象
機
関
に
な
る
の
か
ど
う
か
は
っ
き
り

し
な
い
と
い
う
状
況
は
、
米
軍
関
係
者
と
教
育
機
関
関
係
者
が
同
席
し
た
上
院
公
聴
会
の
席
で
、
解
決
す
る
方
向
性
が
見
ら
れ
た
。
そ

の
席
に
イ
ー
ル
ズ
は
出
席
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
に
つ
い
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
対
象
で
あ
る
と
の
見
解
を
得
た
た
め
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
の
こ
ろ
新
た
に
提
出
さ
れ
た
下
院
の
法
案
に
も
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
へ
の
明
確
な
言
及
は
な
い
が
、
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に

も
思
わ
れ
る
こ
と
、
こ
の
法
案
が
先
の
下
院
法
案
同
様
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
管
轄
を
Ｖ
Ａ
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
再
適
応
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
管
轄
は
Ｖ
Ａ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
見
通
し
を
語
っ
て
い
る︶

35
︵

。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
一
九
四
四
年
初
に
Ａ
Ａ
Ｊ
Ｃ
の
大
会
が
行
わ
れ
た
際
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
か
ら
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ

レ
ッ
ジ
の
重
要
性
へ
の
認
識
と
復
員
問
題
へ
の
貢
献
を
期
待
す
る
内
容
を
含
む
祝
辞
が
イ
ー
ル
ズ
に
届
い
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い

る
。「
ウ
ォ
ー
タ
イ
ム
・
レ
タ
ー
ズ
」
第
三
〇
号
に
添
付
さ
れ
た
そ
の
書
簡
の
コ
ピ
ー
に
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
が
今
で
は
「
ア
メ

リ
カ
教
育
界
の
強
健
な
若
者
」
と
な
っ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
や
世
界
が
直
面
す
る
諸
問
題
に
関
す
る
コ
ー
ス
と
と
も
に
技
術
的
な
い
し

は
職
業
的
準
備
を
与
え
る
完
成
教
育
コ
ー
ス
は
、
多
く
の
復
員
兵
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
ら
れ
て
い
る︶

36
︵

。
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ

ジ
の
あ
い
ま
い
な
位
置
づ
け
が
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
以
降
の
「
ウ
ォ
ー
タ
イ
ム
・
レ
タ
ー
ズ
」
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
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な
っ
て
い
る
。

復
員
兵
の
再
適
応
に
関
し
て
は
、
一
九
四
四
年
に
入
っ
て
さ
ら
に
新
た
な
法
案
が
複
数
提
案
さ
れ
、
連
邦
議
会
の
状
況
は
混
沌
と
し

て
い
た
。「
ウ
ォ
ー
タ
イ
ム
・
レ
タ
ー
ズ
」
は
、
関
連
情
報
を
逐
次
伝
え
つ
つ
、
中
心
的
な
問
題
点
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、

再
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
管
轄
が
Ｖ
Ａ
で
あ
る
点
、
今
一
つ
は
対
象
と
な
る
教
育
機
関
の
承
認
︵approval

︶
を
Ｖ
Ａ
が
行
う
点
に
つ
い

て
で
あ
る
。
教
育
諸
団
体
は
既
存
の
州
の
教
育
組
織
に
よ
る
管
轄
を
強
く
求
め
て
お
り︶

37
︵

、
Ａ
Ａ
Ｊ
Ｃ
と
し
て
も
そ
の
点
で
、
最
初
の
下

院
法
案
を
支
持
し
て
い
た︶

38
︵

。
し
か
し
、
最
終
的
に
は
、
最
初
の
上
院
法
案
に
含
ま
れ
た
内
容
を
持
つ
法
案
が
採
用
さ
れ
、
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
と

し
て
同
年
六
月
二
二
日
に
成
立
し
た
。
な
お
、
法
律
に
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
も
含
ま
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た︶

39
︵

。

こ
の
法
律
の
施
行
に
際
し
て
、Ｖ
Ａ
局
長
の
ハ
イ
ン
ズ
准
将
︵B

rig. G
eneral Frank T. H

ines

︶
の
出
し
た
声
明
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
施
行
に
お
い
て
は
、「
傷
痍
軍
人
職
業
訓
練
法
」
と
同
様
の
裁
量
が
行
わ
れ
る
こ
と
、
州
の
教
育
組
織
を
通
じ
て
承

認
さ
れ
た
︵approved

︶
教
育
機
関
の
リ
ス
ト
を
提
出
す
る
よ
う
州
知
事
が
既
に
求
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
こ
と
、
陸
海
軍
・
教
育

機
関
・
Ｖ
Ａ
地
区
事
務
所
︵regional office
︶
の
間
で
、
復
員
兵
が
な
る
べ
く
早
く
訓
練
に
入
れ
る
よ
う
な
手
続
き
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
準
備
が
進
ん
で
い
る
様
子
で
あ
っ
た︶

40
︵

。

復
員
問
題
の
四
つ
め
は
、「
一
九
四
六
年
職
業
教
育
法
」
制
定
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
問
題
が
ほ
ぼ
落
ち
着
い
た

一
九
四
四
年
五
月
二
三
日
、
連
邦
議
会
上
院
に
関
連
法
案
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、「
一
九
一
七
年
職
業
訓
練
法
︵
ス
ミ
ス
ー
ヒ
ュ

ー
ズ
法
︶」
の
内
容
を
基
本
的
に
は
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
り
、
復
員
兵
に
職
業
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
目
的
で
あ
っ
た
。
補
助

の
対
象
と
な
る
職
業
訓
練
と
は
、「
カ
レ
ッ
ジ
学
年
未
満
で
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
修
了
後
レ
ベ
ル
︵in the post-high school level less than 

college grade

︶」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
が
対
象
機
関
に
含
ま
れ
る
の
か
ど
う
か
が
、
再
び
こ
こ
で
も
問
題
と

な
っ
た︶

41
︵

。
こ
れ
に
関
し
て
、
会
員
校
か
ら
法
案
の
文
言
を
修
正
す
る
要
望
が
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、「
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
未
満
︵less 
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than senior college

︶」、「
学
士
号
取
得
に
つ
な
が
ら
な
い
完
成
的
な
性
質
を
持
つ
も
の
︵w

ork of a term
inal nature not leading to a 

baccalaureate degree

︶」、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
職
業
の
た
め
の
訓
練
に
企
画
さ
れ
た
﹃
完
成
﹄
教
育
︵'term

inal' education designed 

for training for com
m

unity occupations

︶」、「
専
門
職
に
分
類
さ
れ
な
い
職
業
に
個
人
が
効
果
的
に
適
応
す
る
よ
う
企
画
さ
れ
た
職
業

お
よ
び
／
ま
た
は
職
業
・
技
術
的
教
育
︵「vocational and / or vocational-technical education designed to fit individuals effectively 

for occupations below
 the professional classification

」︶
な
ど
と
い
っ
た
も
の
で︶

42
︵

、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
も
対
象
機
関
に
含
ま
れ
る
よ

う
な
表
現
に
変
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
法
案
を
め
ぐ
っ
て
、
教
育
関
係
者
と
連
邦
教
育
局
長
官
の
ス
タ
ン
ド
ベ
イ
カ
ー
︵John W

ard Stundebaker

︶
と
の
間
で
会
合

が
八
月
に
持
た
れ
、
こ
の
文
言
の
解
釈
に
つ
い
て
の
意
見
が
求
め
ら
れ
た
。
イ
ー
ル
ズ
は
、
次
の
よ
う
な
意
見
を
表
明
し
た
。
ス
ミ

ス
ー
ヒ
ュ
ー
ズ
法
が
制
定
さ
れ
た
一
九
一
七
年
に
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
運
動
は
ま
だ
起
こ
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ

レ
ッ
ジ
は
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
や
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
へ
転
学
す
る
た
め
の
最
初
の
二
年
間
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を
学
ぶ
目
的
に
ほ
と
ん

ど
限
定
さ
れ
て
お
り
、
職
業
訓
練
を
行
う
機
関
は
ま
れ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
二
五
年
を
経
て
、
職
業
訓
練
の
パ
タ
ー
ン
や

レ
ベ
ル
も
大
き
く
変
わ
り
、
半
専
門
職
的
な
分
野
が
発
達
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
に
は
、「
完
成
教
育
」
と
呼
ば
れ
る
、
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

レ
ベ
ル
以
上
の
二
年
間
の
カ
レ
ッ
ジ
教
育
が
ふ
さ
わ
し
い
と
み
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
長
官
の
「
学
位
︵degree

︶
に
つ
な
が
ら
な
い
職

業
準
備
に
連
邦
政
府
が
支
援
す
る
の
は
適
切
か
」
と
の
質
問
に
、
長
官
の
い
う
と
こ
ろ
の
「
学
位
」
と
は
「
学
士
号
︵baccalaureate 

or equivalent degree

︶
で
あ
る
が
、
現
在
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
多
く
や
、
主
要
な
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
教
養
課
程
︵low

er division

︶

で
は
、「
准
学
士
号
」
が
、
そ
こ
で
学
業
を
終
え
る
学
生
︵term

inal student
︶
に
も
、
さ
ら
に
学
士
号
を
目
指
す
学
生
に
も
、
一
様
に

与
え
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、「
完
成
教
育
」
が
「
准
学
士
号
」
と
い
う
学
位
取
得
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
反
論
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ

う
し
た
反
論
も
空
し
く
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
に
文
言
の
修
正
は
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
以
後
こ
の
法
案
に
関
す
る
情
報
は
途
絶
え
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て
い
く
。

戦
後
の
復
員
問
題
で
は
、
復
員
兵
に
対
す
る
教
育
訓
練
へ
の
補
助
を
行
う
こ
と
を
規
定
す
る
法
律
の
制
定
過
程
で
、
そ
の
教
育
訓
練

の
機
関
に
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
が
含
ま
れ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
、「
ウ
ォ
ー
タ
イ
ム
・
レ
タ
ー
ズ
」
の
関
心
は
集
中
し
て
い
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
が
、
学
士
号
に
直
接
つ
な
が
る
コ
ー
ス
を
持
つ
カ
レ
ッ
ジ
な
い
し
は
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
で
は
な
く
と
も
、
そ
れ
ら

と
は
転
学
を
通
じ
て
つ
な
が
る
教
育
機
関
で
あ
り
、
ま
た
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
は
転
学
準
備
だ
け
で
な
く
、
半
専
門
職
的
な
職
業
訓
練

を
も
行
う
、「
准
学
士
号
」
を
授
与
す
る
「
完
成
教
育
」
の
機
関
で
あ
る
と
い
う
自
意
識
は
、
意
図
に
反
し
て
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の

立
場
を
あ
い
ま
い
な
も
の
に
し
て
い
た
。

し
か
し
、
復
員
問
題
の
関
連
立
法
の
際
に
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
大
き
く
議
論
さ
れ
た
様
子
は
、

史
料
か
ら
は
特
に
窺
え
な
い
。
た
だ
し
、
対
象
と
な
る
機
関
の
承
認
を
Ｖ
Ａ
が
行
う
際
に
、
州
の
教
育
組
織
か
ら
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ

ョ
ン
に
関
す
る
情
報
を
得
る
と
い
う
手
段
が
用
い
ら
れ
る
な
ど
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
実
際
の
法
律
の
運
用
に
際
し
て
ア
ク
レ
デ
ィ
テ

ー
シ
ョ
ン
が
問
題
化
し
て
い
く
可
能
性
は
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
に
関
し
て
、
ア
ク

レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
復
員
問
題
を
契
機
に
問
題
化
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
、
こ
こ
で
の
分
析
か
ら
は
い
え
よ
う
。

四　

戦
争
に
よ
る
影
響
と
高
等
教
育
へ
の
補
償
問
題

前
二
節
で
検
討
し
た
米
軍
に
よ
る
戦
時
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
ま
た
戦
後
の
復
員
問
題
で
も
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
が
対
象
機
関
に

な
る
こ
と
を
望
ん
だ
背
景
に
は
、
徴
兵
等
に
伴
う
学
生
の
減
少
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
学
生
減
と
い
う
問
題
は
、「
ウ
ォ
ー
タ
イ
ム
・
レ
タ
ー
ズ
」
で
も
し
ば
し
ば
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
最
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初
は
、
第
七
号
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
出
席
率
︵attendance

︶
が
低
下
し
て
い
る
と
伝
え
つ
つ
も
、
増
加
し

て
い
る
機
関
も
あ
る
と
し
て
い
る︶

43
︵

。

こ
の
問
題
に
関
し
て
、
イ
ー
ル
ズ
は
必
ず
し
も
悲
観
的
で
は
な
く
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
み
な
ら
ず
カ
レ
ッ
ジ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ

ィ
で
も
同
様
で
あ
る
と
述
べ
た
り︶

44
︵

、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
閉
鎖
が
相
次
ぐ
と
の
報
道
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
新
た
に
開
設

す
る
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
も
あ
る
と
し
て
反
論
を
展
開
し
た
り
も
し
て
い
る︶

45
︵

。

戦
争
に
よ
る
高
等
教
育
機
関
へ
の
影
響
は
、
一
様
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
四
三
年
か
ら
一
九
四
四
年
に
か
け
て
の
年
度
の

入
学
者
︵enrollm

ent

︶
に
つ
い
て
見
る
と
、
全
体
で
は
、
一
九
四
〇
年
の
ピ
ー
ク
と
比
較
し
て
四
分
の
一
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
減
少
分
を
補
っ
た
の
が
米
軍
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
入
学
者
で
あ
り
、
全
入
学
者
数
の
四
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、

民
間
人
の
入
学
者
を
見
る
と
、
男
子
は
六
五
％
も
の
減
少
で
あ
る
一
方
で
、
女
子
は
五
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ

に
つ
い
て
は
、
米
軍
関
係
者
と
民
間
人
を
合
わ
せ
た
入
学
者
数
は
、
前
の
年
度
と
比
べ
て
三
分
の
一
と
大
き
く
減
少
し
て
い
る
が
、
教

員
養
成
カ
レ
ッ
ジ
で
は
一
五
％
減
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
で
は
五
％
減
と
、
相
対
的
に

少
な
い︶

46
︵

。
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
多
く
が
深
刻
な
学
生
減
を
経
験
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ

ッ
ジ
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
な
ど
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
影
響
が
な
か
っ
た
機
関
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
民
間
人
の
み
に
関
し
て
い
え
ば
、
入
学
者
数
は
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
な

ど
で
も
一
九
三
九
年
以
降
四
二
％
減
少
し
て
お
り
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
五
二
％
、
教
員
養
成
カ
レ
ッ
ジ
の
五
三
％
と
比
較
し
て
も
、

深
刻
で
な
い
と
は
い
い
が
た
い
状
況
で
あ
っ
た︶

47
︵

。
学
生
数
の
減
少
に
伴
う
財
政
難
を
救
っ
た
の
が
、
米
軍
に
よ
る
戦
時
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
っ
た
と
い
え
る︶

48
︵

。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
一
九
四
四
年
一
一
月
、
連
邦
議
会
下
院
教
育
委
員
会
の
諮
問
委
員
会
︵A

dvisory C
om

m
ittee on the 
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︶
の
会
合
が
開
か
れ
、
高
等
教
育
機
関
の
窮
状
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。
そ
の

場
で
確
認
さ
れ
た
の
は
、
戦
争
の
影
響
が
高
等
教
育
機
関
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
徴
兵
等
に
よ
っ
て
相
当
の
学
生
減
が
見
ら
れ

た
こ
と
、
そ
れ
に
伴
い
授
業
料
収
入
が
減
少
し
た
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、
教
員
一
人
当
た
り
の
担
当
科
目
数
の
増
加
や

科
目
数
の
削
減
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
教
員
へ
の
転
換
な
ど
各
教
育
機
関
が
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
打
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
な
ど
で

あ
る︶

49
︵

。
そ
の
後
ま
と
め
ら
れ
た
委
員
会
の
報
告
書
は
、
二
二
の
表
と
二
つ
の
図
を
含
む
五
七
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
う
ち

九
つ
の
表
が
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
報
告
書
に
基
づ
き
、
開
戦
前
︵
一
九
三
七
年
～
一
九
四
〇
年
︶

の
入
学
者
数
の
平
均
の
六
〇
％
以
下
の
状
態
が
、
三
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
ま
た
は
二
セ
メ
ス
タ
ー
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
る
場
合
に
は
、
深

刻
な
財
政
状
態
に
あ
る
と
し
て
連
邦
政
府
に
よ
る
救
済
の
対
象
候
補
と
な
る
と
さ
れ
た︶

50
︵

。

戦
争
は
、
高
等
教
育
機
関
の
中
で
も
と
り
わ
け
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
多
く
に
、
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
、
学
生
の
減
少
や
財
政

難
に
よ
り
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
る
機
関
も
あ
っ
た
。
連
邦
政
府
は
こ
れ
に
対
し
て
、
財
政
的
な
支
援
を
行
う
救
済
措
置
を
講
じ
る
こ
と

と
し
た
。
米
軍
に
よ
る
戦
時
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
は
、
高
等
教
育
機
関
の
協
力
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
高
等
教
育
機

関
の
一
部
に
と
っ
て
は
財
源
の
提
供
と
い
う
形
で
の
連
邦
政
府
か
ら
の
協
力
で
あ
り
、
両
者
の
関
係
性
の
強
ま
り
を
意
味
し
た
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
対
象
に
選
定
さ
れ
な
か
っ
た
多
く
の
教
育
機
関
も
、
選
定
の
過
程
を
通
じ
て
、
ま
た
選
定
以
外
の
形
で
の
連
邦
政
府
の
支
援

を
受
け
る
こ
と
で
、
連
邦
政
府
と
の
関
係
を
深
め
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
イ
ー
ル
ズ
が
戦
時
下
の
ア
メ
リ
カ
・
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
協
会
事
務
局
長
在
任
中
に
、
連
邦
政
府
の
高
等
教
育
に
関
わ

る
政
策
の
動
向
を
伝
え
る
目
的
で
、
会
員
校
に
送
っ
た
「
ウ
ォ
ー
タ
イ
ム
・
レ
タ
ー
ズ
」
を
分
析
し
、
彼
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン

に
関
わ
る
経
験
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
。

そ
の
結
果
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
の
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
立
場
で
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
が
重
要
に
な
っ
た
の
は
、

米
軍
に
よ
る
戦
時
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
に
際
し
て
で
あ
っ
た
。
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
を
含
む
戦
後
の
復
員
対
策
や
、
徴
兵
に
よ
る
学
生
減
か

ら
生
じ
た
高
等
教
育
機
関
へ
の
財
政
的
支
援
の
導
入
な
ど
も
、
戦
時
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
導
入
以
降
の
一
連
の
連
邦
政
府
と
高
等
教
育
機

関
と
の
関
係
の
深
化
の
過
程
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
対
象
機
関
の
選
定
に
し
ば
し
ば
、
ア
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
さ
れ
た
機
関
と
し

て
の
連
邦
教
育
局
の
リ
ス
ト
へ
の
掲
載
と
い
う
基
準
を
用
い
る
こ
と
が
、
次
第
に
定
着
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
の
制
定
や
施
行
が
、
ア
メ
リ
カ
高
等
教
育
に
お
け
る
ア
ク
レ
デ
ィ

テ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
進
展
を
も
た
ら
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
稿
の
分
析
か
ら
は
、
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
そ
の
も
の
が
ア

ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
進
展
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
連
邦
政
府
と
高
等
教
育
機
関
の
相

互
の
協
力
関
係
が
深
ま
る
過
程
で
シ
ス
テ
ム
が
進
展
し
て
い
く
流
れ
の
連
続
性
の
も
と
に
、
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
の
制
定
・
施
行
を
位
置
づ
け
る

必
要
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｇ
Ｉ
ビ
ル
の
高
等
教
育
拡
大
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
従
来
強
調
さ
れ
す
ぎ
て
き
た
こ
と
を
、
近
年
の
研
究
は
指
摘
し
て
い
る
︶
51
︵

。
Ｇ
Ｉ

ビ
ル
は
、
高
等
教
育
拡
大
の
契
機
と
い
う
よ
り
も
象
徴
で
あ
る
と
す
る
セ
ロ
ウ
の
こ
の
見
解
を
援
用
す
る
な
ら
ば
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー

シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
進
展
に
果
た
し
た
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
の
役
割
も
、
そ
の
象
徴
性
の
た
め
に
過
大
視
さ
れ
す
ぎ
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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た
だ
し
、
本
稿
で
扱
っ
た
「
ウ
ォ
ー
タ
イ
ム
・
レ
タ
ー
ズ
」
か
ら
は
、
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
の
本
格
的
な
施
行
の
前
の
時
期
ま
で
の
状
況
し
か
把

握
で
き
な
い
た
め
、
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
自
体
が
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
進
展
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
詳
細
な

検
討
が
必
要
で
あ
る︶

52
︵

。

米
軍
と
ア
メ
リ
カ
高
等
教
育
と
の
関
わ
り
は
、「
一
九
一
六
年
国
防
法
︵N

ational D
efense A

ct of 1916

︶」
お
よ
び
「
一
九
二
〇
年

国
防
法
︵N

ational D
efense A

ct of 1920

︶」
の
も
と
で
、「
予
備
役
将
校
訓
練
部
隊
︵R

eserve O
fficers Training C

orps

︶︶」
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
最
初
に
導
入
さ
れ
た
第
一
次
大
戦
期
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る︶

53
︵

。
本
稿
で
見
た
よ
う
に
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し

て
は
、
連
邦
政
府
の
リ
ス
ト
が
重
要
な
位
置
づ
け
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
リ
ス
ト
の
刊
行
は
、
一
九
一
七
年
に
開
始

さ
れ
て
い
る︶

54
︵

。
高
等
教
育
に
お
け
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
大
戦
時
の
高
等
教
育
政
策

と
の
関
連
性
や
第
二
次
大
戦
時
に
至
る
ま
で
の
連
続
性
に
も
、
目
を
向
け
る
必
要
性
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
本
稿
の
直
接
的
な
関
心
で
は
な
い
た
め
に
検
討
で
き
な
か
っ
た
が
、「
ウ
ォ
ー
タ
イ
ム
・
レ
タ
ー
ズ
」
に
は
、
ア
メ
リ
カ
高

等
教
育
で
学
ぼ
う
と
す
る
外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
に
関
わ
っ
て
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
こ
と
や
、
戦

後
の
外
国
で
の
教
育
の
計
画
に
つ
い
て
伝
え
る
記
事
も
見
ら
れ
る︶

55
︵

。
ま
た
、
Ａ
Ａ
Ｊ
Ｃ
事
務
局
長
時
代
の
イ
ー
ル
ズ
は
、
米
軍
や
退
役

軍
人
管
理
局
関
係
者
と
の
接
触
が
多
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
の
ち
に
Ｖ
Ａ
外
国
教
育
課
に
転
じ
る
に
至
る
イ
ー
ル
ズ
の
人
脈
や
関

心
と
の
関
連
性
が
示
唆
さ
れ
る
。

最
後
に
、「
ウ
ォ
ー
タ
イ
ム
・
レ
タ
ー
ズ
」
に
見
ら
れ
る
イ
ー
ル
ズ
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ
る
経
験
と
、
彼
が
占
領
下

日
本
で
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
積
極
的
な
言
及
を
行
っ
た
こ
と
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た

い
。
イ
ー
ル
ズ
は
、
一
九
四
七
年
五
月
の
第
一
回
大
学
設
立
基
準
設
定
連
合
協
議
会
で
、「
・
・
・
四
番
目
に
大
学
基
準
適
用
と
い
う

こ
と
を
通
じ
て
、
大
学
か
ら
大
学
院
へ
転
入
す
る
こ
と
を
可
能
な
か
ら
し
め
ま
す
。
多
分
日
本
に
お
き
ま
し
て
は
、
ど
ん
ど
ん
大
学
は
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で
き
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
中
の
僅
か
な
い
い
も
の
が
、
長
い
年
月
に
わ
た
つ
て
非
常
に
い
い
大
学
院
を
作
る
こ
と
を
希
望

し
ま
す
。
そ
う
す
る
と
い
ろ
い
ろ
異
つ
た
四
年
制
大
学
か
ら
こ
う
い
う
非
常
に
数
の
少
な
い
大
学
院
に
転
入
し
た
い
と
い
う
学
生
が
ふ

え
て
き
ま
す
。
／
こ
う
い
う
非
常
に
い
い
大
学
院
が
学
問
的
水
準
が
下
が
る
の
を
防
止
す
る
た
め
に
、
た
だ
こ
う
い
う
基
準
の
適
用
さ

れ
た
大
学
の
卒
業
で
な
け
れ
ば
取
ら
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
非
常
に
資
格
の
い
い
学
生
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︶
56
︵

」
と
も
述

べ
て
い
る
。
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
イ
ー
ル
ズ
の
理
解
で
は
、「
あ
る
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
が
ア

ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
卒
業
生
が
、
そ
の
州
の
州
立
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
や
、
同
様
の
質
の
他
の
四
年

制
の
ア
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
さ
れ
た
教
育
機
関
の
第
三
学
年
︵junior year

︶
に
、
単
位
を
失
う
こ
と
な
く
転
学
︵transfer

︶
で
き
る
場
合︶

57
︵

」

を
い
う
。
つ
ま
り
、
上
位
の
教
育
機
関
へ
の
入
学
基
準
を
保
証
す
る
の
が
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
シ
ス
テ
ム
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
寺
崎
が
い
う
よ
う
に
、
官
立
大
学
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
私
立
大
学
や
高
等
教
育
機
関
が
存
在
し
、
そ
れ
ら

が
ど
の
よ
う
に
し
て
大
学
に
な
る
の
か
と
い
う
混
沌
と
し
た
状
況
に
あ
っ
た
戦
後
日
本
高
等
教
育
に
お
い
て︶

58
︵

、
大
学
院
と
い
う
上
位
の

教
育
機
関
へ
の
転
入
を
可
能
に
す
る
基
準
と
し
て
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
言
及
し
た
背
景
に
あ
っ
た
、
イ
ー
ル
ズ
の
ア
ク
レ
デ
ィ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
経
験
の
一
つ
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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An Analysis of Wartime Letters by Walter C. Eells

HAYASHI Masayo 

Abstract

　This paper examines Wartime Letters by Walter C. Eells, which were sent to the 

member colleges of the American Association of Junior Colleges from 1942 to 1945.  

The Letters aimed to inform updated information concerning the wartime higher 

education-related policies of the United States government.

　During the period, it was in the development of the college procurement program 

by the United States Armed Forces when problems of accreditation concerning 

junior colleges occurred.  Programs subsequent to the procurement : Veterans’ 

rehabilitation and readjustment programs, and relief for higher educational 

institutions due to the war, seemed to follow the same procedure for listing the 

appropriate institutions.  Accreditation system was promoted in the American higher 

education through referring to the list of accredited institutions by the U.S. Office of 

Education.




